
東
城
敏
毅
提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
万
葉
集
防
人
歌
群
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

東
城
敏
毅
提
出
論
文
「
万
葉
集
防
人
歌
群
の
研
究
」
は
、
万
葉
集
歌
人
で
あ
る
大
伴
家
持
が

天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
徴
収
の
時
に
兵
部
少
輔
の
任
に
あ
り
、
東
国
防
人
た
ち
の
歌
を
収
集
し

て
『
万
葉
集
』
巻
二
十
に
収
録
し
た
防
人
歌
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
人
の
出
身
地
域

の
歌
を
歌
群
と
し
て
位
置
づ
け
て
防
人
歌
の
形
成
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
二
十
に
収
録
す

る
防
人
歌
は
、
東
国
各
地
の
地
域
ご
と
に
部
領
使
に
よ
り
文
字
化
さ
れ
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
配
列
も
各
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
防
人
歌

を
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
群
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
従
来
の
研
究
で
は
希
薄
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
問
題
の
提
起
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
論
文
の
構
成
は
、「
序
論
」、「
第
一
部

防
人
歌
の
作
者
層
と
主
題
」（
六
章
）、「
第
二
部

防
人
歌
群
の
歌
の
場
と
配
列
」（
四
章
）、「
結
論
」
に
よ
り
成
り
立
ち
、
本
論
に
関
わ
る
論

文
数
は
十
本
で
あ
る
。「
序
論
」
で
は
、
本
論
文
の
主
旨
と
方
法
、
防
人
歌
の
歌
群
の
位
置
づ

け
、
防
人
歌
研
究
史
、
本
論
文
の
概
要
よ
り
な
る
。
本
論
文
の
主
旨
に
つ
い
て
、
現
在
の
防
人

歌
研
究
の
最
高
峰
と
い
え
る
水
島
義
治
氏
の
『
萬
葉
集
防
人
歌
の
研
究
』
を
詳
細
に
検
討
す
る

こ
と
で
、
水
島
論
の
問
題
点
や
論
の
及
ん
で
い
な
い
問
題
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
防
人
歌
は
一

定
の
歌
群
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
と
い
う
。

「
第
一
部

防
人
歌
の
作
者
層
と
主
題
」
は
、
防
人
の
作
者
名
の
表
記
方
法
や
進
上
歌
数
の

確
定
、
父
母
思
慕
の
歌
の
発
想
な
ど
を
対
象
と
し
て
論
じ
る
。「
第
一
章

防
人
歌
作
者
名
表

記
の
方
法
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
防
人
歌
作
者
名
表
記
の
意
味
―
「
国
造
丁
」「
助
丁
」

「
主
帳
丁
」
―
、
三
、
防
人
歌
作
者
名
表
記
の
意
味
―
「
上
丁
」
―
、
四
、
各
国
防
人
歌
の
作

者
名
表
記
、
五
、
進
上
歌
数
の
意
味
す
る
も
の
、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
防
人
の
地
位
・
職

分
・
役
職
な
ど
の
表
記
に
注
目
し
、
彼
ら
が
特
別
な
地
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
説
の
一
般
防
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人
兵
士
と
い
う
考
え
に
再
検
討
を
迫
る
。「
第
二
章

常
陸
国
防
人
歌
に
お
け
る
進
上
歌
数
の

確
定
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
進
上
歌
数
と
拙
劣
歌
と
の
関
係
、
三
、
常
陸
国
防
人
歌
の
進

上
方
法
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
常
陸
国
の
防
人
歌
数
に
仙
覚
本
と
非
仙
覚
本
と
に
揺
れ
が

あ
り
、
そ
の
歌
数
の
異
な
り
の
原
因
を
捉
え
て
仙
覚
本
の
数
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

「
第
三
章

防
人
歌
に
お
け
る
『
父
母
思
慕
の
歌
』
の
発
想
基
盤
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、

「
父
母
思
慕
の
歌
」
の
分
析
―
丈
部
の
歌
を
中
心
に
―
、
三
、「
孝
」
の
推
奨
、
四
、「
父
母
思

慕
の
歌
」
の
作
者
層
、
五
、
防
人
歌
に
お
け
る
「
妹
」
と
「
妻
」、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、

防
人
歌
に
詠
ま
れ
る
父
母
を
思
慕
す
る
歌
の
背
後
に
は
、
そ
の
感
情
が
人
間
の
自
然
的
な
も
の

で
は
な
く
、
当
時
の
律
令
社
会
の
中
で
そ
れ
を
主
題
化
す
る
意
図
の
存
在
を
確
か
め
る
。「
第

四
章

防
人
歌
作
者
層
の
検
討
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、「
五
教
倫
理
」
の
教
育
形
態
、
三
、

部
姓
の
「
郡
司
子
弟
」、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
防
人
歌
は
、
そ
の
集
団
の
中
で
も
律
令
の

知
識
を
持
つ
者
た
ち
で
あ
り
、
役
職
に
就
く
上
層
階
級
の
者
が
作
者
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
。

「
第
五
章

防
人
歌
に
お
け
る
『
個
』
の
論
理
」
（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」
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に
関
す
る
諸
説
、
三
、
短
歌
に
お
け
る
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」
の
共
存
、
四
、
主
格
に
立
つ

「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」、
五
、
長
歌
に
お
け
る
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」
の
共
存
、
六
、
遣
新
羅

使
歌
に
お
け
る
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」、
七
、
防
人
歌
に
お
け
る
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」、
八
、

お
わ
り
に
）
で
は
、
防
人
歌
に
見
え
る
「
あ
れ
」
と
「
わ
れ
」
の
表
現
に
注
目
し
、
こ
れ
は
個

人
の
立
場
と
集
団
の
立
場
に
よ
り
そ
の
使
用
が
異
な
る
こ
と
を
論
じ
る
。「
第
六
章

大
伴
家

持
防
人
歌
蒐
集
の
目
的
な
ら
び
に
意
義
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
天
平
勝
宝
七
歳
前
後
の
歴

史
的
状
況
、
三
、
天
平
勝
宝
七
歳
前
後
の
国
際
的
状
況
、
四
、
大
伴
家
持
を
取
り
巻
く
政
治
的

状
況
、
五
、
家
持
防
人
歌
蒐
集
の
目
的
、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
家
持
の
防
人
歌
蒐
集
に
は

東
ア
ジ
ア
の
政
治
状
況
や
家
持
の
政
治
的
立
場
と
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

「
第
二
部

防
人
歌
群
の
歌
の
場
と
配
列
」
は
、
各
地
域
の
防
人
歌
を
歌
群
と
し
て
捉
え
直

し
、
そ
の
歌
群
の
配
列
方
法
を
分
析
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歌
の
場
に
成
立
し
た
か
を
論
じ

る
。「
第
一
章

防
人
歌
『
駿
河
国
・
上
総
国
歌
群
』
の
成
立
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
上
総

国
防
人
歌
の
疑
問
点
、
三
、
疑
問
点
Ａ
―
日
下
部
使
主
三
中
が
父
の
歌
―
、
四
、
疑
問
点
Ｂ
―
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庭
中
の
阿
須
波
の
神
と
難
波
潟
―
、
五
、
疑
問
点
Ｃ
―
「
君
」
の
指
す
主
体
―
、
六
、「
駿
河

国
・
上
総
国
歌
群
」
の
成
立
、
七
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
こ
の
二
国
が
作
者
名
表
記
・
配
列
が

規
則
的
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
上
総
国
と
常
陸
国
の
歌
に
偶
然
と
は

言
え
な
い
対
応
関
係
が
見
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
二
国
間
の
防
人
歌
の
成
立
を
考
察
す
る
。「
第
二

章

下
野
国
防
人
歌
群
に
お
け
る
配
列
方
法
と
歌
の
場
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
作
者
名
表

記
に
よ
る
配
列
方
法
、
三
、
郡
名
に
よ
る
配
列
方
法
、
四
、
歌
の
内
容
面
に
よ
る
配
列
方
法
、

五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
従
来
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
上
丁
の
郡
名
に
よ
る
配
列
方
法
に
着
目
し
、

下
野
国
防
人
歌
に
は
、
作
者
名
表
記
・
郡
名
表
記
の
配
列
に
加
え
、
歌
の
場
を
反
映
し
た
配
列

方
法
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
第
三
章

常
陸
国
防
人
歌
群
の
成
立
」（
一
、
は
じ
め

に
、
二
、
常
陸
国
防
人
歌
群
の
配
列
、
三
、
常
陸
国
防
人
歌
群
の
構
成
、
四
、
下
野
国
防
人
歌

群
と
の
関
係
、
五
、「
難
波
詠
」
の
成
立
、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
常
陸
国
の
防
人
歌
の
配

列
が
他
の
国
の
配
列
か
ら
は
異
例
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
配
列
方
法
は
下
野
国
の
防
人

歌
の
配
列
と
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。「
第
四
章

武
蔵
国
防
人
歌
群
の
構
成
―
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『
昔
年
防
人
歌
』
と
の
比
較
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
武
蔵
国
防
人
歌
群
の
構
成
、
三
、

「
国
単
位
表
記
」
の
者
の
歌
、
四
、「
郡
単
位
表
記
」
の
者
の
歌
、
五
、「
昔
年
防
人
歌
」
と
の

比
較
、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
武
蔵
国
防
人
歌
の
配
列
が
不
規
則
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
を
再

考
し
、
武
蔵
国
の
特
質
と
し
て
見
ら
れ
る
夫
婦
唱
和
に
よ
る
歌
の
配
列
は
、
最
初
か
ら
対
応
関

係
の
中
に
詠
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
在
見
る
よ
う
な
配
列
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

以
上
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
天
平
勝
宝
七
歳
の
防
人
徴
収
の
折
の
防
人
歌
を

中
心
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
明
ら
か
な
歌
群
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
東
国
の

防
人
は
各
地
域
ご
と
に
徴
収
さ
れ
て
難
波
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
家
郷
か
ら
難
波
ま

で
の
途
次
に
集
め
ら
れ
た
歌
に
は
、
一
定
の
配
列
と
構
成
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な

配
列
や
構
成
の
背
後
に
は
、
国
・
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
歌
群
と
し
て
の
防
人
歌
が

成
立
し
て
い
た
こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

東
城
敏
毅
提
出
論
文
「
万
葉
集
防
人
歌
群
の
研
究
」
は
、
東
国
出
身
の
防
人
た
ち
の
歌
が
地

域
ご
と
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
「
防
人
歌
群
」
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け

た
論
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
歌
人
で
あ
り
そ
の
編
纂
に
も
大
き
く
関
与
し
た
大
伴
家
持
は
、

天
平
勝
宝
七
（
七
五
五
）
歳
二
月
に
兵
部
少
輔
の
任
に
あ
っ
た
時
に
、
東
国
の
防
人
徴
収
が
あ

り
防
人
た
ち
の
歌
を
収
集
し
た
。
そ
れ
ら
は
各
地
域
の
防
人
部
領
使
た
ち
が
集
め
、
家
持
に
進

上
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
家
持
の
手
に
よ
り
現
在
の
『
万
葉
集
』
へ
と
収
録
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
家
持
が
こ
れ
ら
の
防
人
歌
を
選
別
し
、
百
六
十
余
首
の
歌
か
ら
半
数

ほ
ど
の
拙
劣
歌
を
排
除
し
た
と
言
う
経
緯
も
あ
り
、
本
来
の
防
人
歌
と
は
大
き
く
相
違
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
各
地
域
ご
と
の
防
人
歌
が
ど
の
よ
う
な
者
に
よ
り

詠
ま
れ
、
そ
こ
に
は
歌
の
配
列
や
構
成
が
ど
の
よ
う
に
存
在
し
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
を

前
提
に
、
各
地
の
防
人
歌
を
「
歌
群
」
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
の
が
本
論
で
あ
る
。
こ
と
の
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ほ
か
、
こ
れ
ら
を
歌
群
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
、
原
型
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
な
事

で
は
な
い
が
、
本
論
文
は
歌
群
と
言
う
鍵
語
を
用
い
て
防
人
制
度
の
歴
史
的
状
況
を
踏
ま
え
て

防
人
の
役
職
な
ど
の
不
足
を
補
い
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も

注
目
さ
れ
る
論
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

「
第
一
部

防
人
歌
の
作
者
層
と
主
題
」
は
、
防
人
の
作
者
名
の
表
記
方
法
や
進
上
歌
数
の

確
定
、
父
母
思
慕
の
歌
の
発
想
な
ど
を
対
象
と
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
第
一
章

防
人
歌
作
者
名
表
記
の
方
法
」
は
、
防
人
の
地
位
・
職
分
・
役
職
な
ど
を
示
し
た
肩
書
き
名
と

作
者
名
表
記
を
対
象
と
し
て
、
そ
こ
に
見
え
る
「
上
丁
」
に
つ
い
て
は
、「
一
郡
に
一
名
の
上

丁
」
し
か
存
在
し
な
い
と
言
う
原
則
を
見
出
し
、
そ
れ
は
「
郡
の
上
」、
す
な
わ
ち
「
郡
防
人

集
団
の
長
」（
―
郡
＋
上
丁
）
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
駿
河
国
・
武
蔵
国

の
「
上
丁
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
国
の
上
」
と
言
う
役
職
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
上
丁
に
は
、
漓
「
―
郡
＋
上
丁
」
―
「
郡
防
人
集
団
の
長
」、
滷
「
上
丁
＋
―
郡
」

―
「
一
国
防
人
集
団
の
長
」
と
い
う
作
者
層
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
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考
え
で
は
防
人
の
出
身
は
貧
民
層
や
単
な
る
農
民
と
し
て
来
た
通
説
と
は
異
な
り
、
彼
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
の
国
・
郡
に
お
い
て
重
要
な
役
職
を
担
っ
た
防
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
防
人
の
作
者
層
を
具
体
的
に
実
証
し
た
成
果
は
大
き
く
、
高
く
評
価
で

き
る
論
で
あ
る
。
ま
た
、「
第
三
章

防
人
歌
に
お
け
る
『
父
母
思
慕
の
歌
』
の
発
想
基
盤
」

で
は
、
防
人
た
ち
が
家
郷
や
家
族
と
の
別
離
を
嘆
く
歌
の
中
で
も
父
母
と
の
別
離
を
嘆
く
歌
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
を
問
う
。
従
来
、
父
母
と
の
別
れ
の
悲
し
み
は

人
間
本
然
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
来
た
が
、そ
う
し
た
父
母
を
思
慕
す
る
歌
は
『
万
葉
集
』

の
中
で
も
極
め
て
異
例
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
発
想
を
成
り
立
た
せ
た
の
は
、
律
令
制
社
会
の

儒
教
倫
理
と
し
て
の
「
孝
」
の
思
想
と
の
関
わ
り
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
奈
良
朝
に
は
律
令
社

会
が
あ
る
程
度
行
き
渡
り
、
そ
の
根
幹
に
『
孝
経
』
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
見
る
な
ら
ば
防
人
が
父
母
を
思
慕
す
る
歌
は
、
そ
れ
な
り
の
知
識
の
あ
る
上
層
階
級

に
属
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、「
第
二
部

防
人
歌
群
の
歌
の
場
と
配
列
」
は
、
各
地
域
の
防
人
歌
を
歌
群
と
し
て
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捉
え
直
し
、
そ
の
歌
群
の
配
列
方
法
を
分
析
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
歌
の
場
に
成
立
し
た
か

を
論
じ
る
。
特
に
「
第
二
章

下
野
国
防
人
歌
群
に
お
け
る
配
列
方
法
と
歌
の
場
」
で
は
、
下

野
国
防
人
歌
の
配
列
方
法
を
取
り
上
げ
て
、
上
丁
に
表
記
さ
れ
る
郡
名
が
国
府
の
あ
っ
た
都
賀

郡
か
ら
始
ま
り
、
反
時
計
回
り
で
足
利
郡
―
梁
田
郡
―
河
内
郡
―
那
須
郡
と
周
り
、
都
賀
郡
の

北
東
に
位
置
す
る
塩
屋
郡
で
終
わ
る
形
式
の
あ
る
こ
と
を
先
行
説
か
ら
確
認
し
、
こ
こ
に
は
拙

劣
歌
が
除
か
れ
た
後
の
配
列
で
あ
り
な
が
ら
も
、
明
ら
か
に
「
延
喜
式
的
古
代
国
郡
図
式
」
の

反
時
計
周
り
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
下
野
国
の
防
人
歌
群
は
、
作
者
名
表
記
に

よ
る
配
列
方
法
と
郡
名
に
よ
る
配
列
方
法
、
お
よ
び
歌
の
場
を
反
映
し
た
歌
の
内
容
面
か
ら
の

配
列
方
法
の
三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
難
波
津
と
言
う
歌
の
場
に
お

い
て
詠
出
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
防
人
歌
は
各
地
域
ご
と
に
集
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
か

は
、
従
来
か
ら
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
そ
う
し
た
歌
群
と
し
て
の
配
列
を

可
能
と
し
て
い
る
原
理
を
、人
名
・
国
名
・
郡
名
・
役
職
の
分
析
の
中
か
ら
導
く
も
の
で
あ
り
、
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極
め
て
論
理
性
の
高
い
分
析
で
あ
り
、
防
人
歌
の
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
し
て
高
く
評

価
で
き
る
。
ま
た
、
「
第
四
章

武
蔵
国
防
人
歌
群
の
構
成
―
『
昔
年
防
人
歌
』
と
の
比
較
―
」

で
は
、
武
蔵
国
の
防
人
歌
は
妻
の
歌
か
ら
始
ま
り
、
二
首
一
対
の
歌
と
し
て
配
列
さ
れ
な
が
ら

も
内
容
面
で
一
致
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
武
蔵
国
の
防
人
歌
に
は
夫
婦
に

よ
る
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
特
異
な
防
人
歌
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
歌
の
分
析
を

通
し
て
見
る
と
、
そ
こ
に
は
「
唱
和
」
に
よ
る
歌
の
形
成
過
程
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
歌
が
歌
わ
れ
た
順
序
が
そ
の
ま
ま
採
録
さ
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
、
そ
れ
は

昔
年
防
人
歌
と
呼
応
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
城
敏
毅
論
文
は
歌
群
と
言
う
鍵
語
を
通
し
な
が
ら
、
防
人
歌
の
歌
群
研
究

を
進
め
た
所
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
に
よ
り
防
人
歌
の
研
究
に
新
た
な
成
果
を
も
た
ら

す
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
た
論
は
、
早
く
に
い
く
つ
か
の
学
会
の
論

文
と
し
て
公
表
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
論
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
に
お
い
て
は
さ
ら
に

新
た
な
方
向
を
示
し
な
が
ら
堅
実
な
論
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
防
人
の
歌
の
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歌
群
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
歌
群
論
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
論

議
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
論
文
の
意
義
は
、
歌
群
論
が
ど
の
よ

う
な
前
提
の
中
で
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
る
か
の
道
筋
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
家
持
が
排
除
し
た
「
拙
劣
歌
」
を
ど
の
よ
う
に
論
の
中
で
処
理
す
る
か

に
あ
ろ
う
。
論
者
は
、
す
で
に
防
人
歌
研
究
の
中
堅
と
し
て
学
会
で
活
躍
し
て
お
り
、
さ
ら
に

今
後
の
活
躍
が
十
分
に
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
東
城
敏
毅
は
、
博

士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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